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動画の視聴にあたって

ご準備いただくもの

・「『指導と評価の一体化』のた
めの学習評価に関する参考資料
中学校外国語」
（以降、「参考資料」）

国立教育政策研究所のWebページから
ダウンロードすることもできます。

2



動画の内容

Ⅰ 外国語科における学習評価の基本的な考え方

Ⅱ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に
関する参考資料」から

Ⅲ おわりに
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新学習指導要領 「外国語科」の目標と「英語」の目標

中学校学習指導要領（平成２９年３月３１日告示） 第２章第９節 外国語

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、

書くことの言語活動を通して、簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり伝え合ったりするコミュニケーション
を図る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

英語 ／ １ 目 標
英語学習の特質を踏まえ、以下に示す、聞くこと，読むこと，話すこと［やり取り］，話すこと［発表］，
書くことの五つの領域別に設定する目標の実現を目指した指導を通して、(1)及び（2）に示す資質・
能力を一体的に育成するとともに、その過程を通して、第１の（3）に示す資質・能力を育成する。
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Ⅰ 外国語科における学習評価の基本的な考え方
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(1)知識及び技能 外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどを理解するとともに，これらの知識を，聞くこと，
読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付ける
ようにする。

(2)思考力・判断力・表現力等 コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，
外国語で簡単な情報や考えなどを理解したり，これらを活用して表現したり伝え合ったりすることが
できる力を養う。

(3)学びに向かう力・人間性等 外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主
体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

聞くこと 読むこと 話すこと
［やり取り］

話すこと
［発表］

書くこと

ア はっきりと話されれば，日常
的な話題について，必要な情
報を聞き取ることができるよ

うにする。
イ ・・・・

ア 日常的な話題について，簡
単な語句や文で書かれたもの
から必要な情報を読み取るこ
とができるようにする。
イ ・・・・

ア ・・・・



聞くこと 読むこと
話すこと
［やり取り］

話すこと
［発表］

書くこと 観点別
評価

評定

知識・技能

思考・判断・
表現

主体的に

学習に取り組む
態度

指導要録に記載
（学年末）

学年末に評価を総括し、指導要録に記載する際に全ての評価情報が揃っていればよく、
各単元ごとに、全ての領域・観点について記録に残す評価を行う必要はない

ただし、各単元において、３観点をバランスよく見ることは重要

５つの領域ごとの観点別評価の考え方

Ⅰ 外国語科における学習評価の基本的な考え方
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学習指導要領・指導要録における「評価」の考え方

診断的評価：
学習前に、当該単元等で必要な知識等を習得しているかを確認する

形成的評価：
学習の過程において、個々の生徒や学習集団全体の理解度などを確認する

総括的評価（記録に残す評価） ：
評価規準に即して、学習状況を総括し、観点別評価を行うために残す
※十分な指導を行った上で見取る

自己評価・相互評価
学習活動の一環として、児童生徒が自身のよい点や可能性に気付くことにより、学習意欲の
向上を図るものであり、点数化して教師が行う評価に用いることなどは不適切。児童生徒が
見通しを立て、振り返りを行っているかなど（自己調整）を教師が確認するための材料の一つ
として活用することが考えられるが、その際には、ノートやワークシートに書かれたものだけで評
価するのではなく、知識・技能や思考・判断・表現等の状況を踏まえることが必要。

教
師
が
行
う
学
習
評
価

児
童
生
徒
が
行
う
学
習
活
動

指導要録に関して求められるのは、記録に残す総括的評価の部分

いずれも教師
の指導、児童
生徒の学習の
改善に生かす

通知や事例集等で示す「評価」はこの部分を指す

Ⅰ 外国語科における学習評価の基本的な考え方
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o

令和元年度小学校各教科等教育課程研究協議会での提示スライドより

Ⅰ 外国語科における学習評価の基本的な考え方
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Ⅰ 外国語科における学習評価の基本的な考え方

o
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•外国語科では、中学校学習指導要領において、「五つの領域」ごとに言語
（英語）の目標が示されているが、各学年ごとの目標は示されていない。

• そこで、各学校では、「学年ごとの目標」、「五つの領域別の学年ごとの目
標」を設定し、「学年ごとの評価規準」や「単元ごとの評価規準」を作成す
る必要がある。



「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料

第１編 総説

第２編 「内容のまとまりごとの評価規準」を作成

する際の手順

第３編 単元ごとの学習評価について

・指導事例（５事例）の紹介
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Ⅱ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から
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Ⅱ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

第２編 P.33～３４

「知識・技能」
英語使用の正確さ

をみる。

内容のまとまりごと（5つの領域）の評価規準

指導する単元で扱う言語材料が提示された状況で、それを
使って事実や自分の考え、気持ちなどを話したり書いたりする
ことができるか否かを評価するのではなく、使用する言語材
料の提示がない状況においても、それらを用いて事実や自分
の考えなどを話したり書いたりできる技能を身に付けている
か否かを評価する。
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Ⅱ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

第２編 P.33～３４ 内容のまとまりごと（5つの領域）の評価規準

「思考・判断・表現」

内容面の適切さをみる。

「思考・判断・表現」の
観点で内容面の適切さ
を判断し得るような、コ
ミュニケーションの目
的・場面・状況のある言
語活動を設定する必要
がある。



12

Ⅱ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

第２編 P.33～３４ 内容のまとまりごと（5つの領域）の評価規準

「主体的に学習に取り組む態度」

外国語の背景にある文化に対する
理解を深め、聞き手、読み手、話し手、
書き手に配慮しながら、主体的に英
語を用いてコミュニケーションを図ろ
うとしている状況をみる。



第3編 P.37
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Ⅱ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

評価の進め方

単元の目標を作成する

単元の評価規準を作成する

「指導と評価の計画」を作成する

観点ごとに総括する

授業を行う

①

②

③

④



第3編 P.45～４６ 各事例概要一覧
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Ⅱ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

• 事例１ 複数単元を通した「話すこと[やり取り]」における各観点の一体的な

評価

• 事例２ 「読むこと」における「思考・判断・表現」の評価

• 事例３ 複数単元を通した「聞くこと」における「思考・判断・表現」の評価

• 事例４ 特定の言語材料に焦点を当てた「知識・技能」の評価

• 事例５ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価

事例の特徴
○単元に応じた評価規準の設定から評価の総括までとともに、生
徒の学習改善及び教師の指導改善までの一連の流れを示して
いる。
○観点別の学習状況について評価する時期や場面の精選につい
て示している。
○評価方法の工夫について示している。
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Ⅱ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

話すこと
[やり取り]

第3編 P.4７ 事例１

記録に残す評価

学年の目標及び
学年の評価規準
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Ⅱ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

第3編 P.47 事例１ 複数の単元を通して育てたい能力
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Ⅱ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

第3編 P.47 事例１

目的

話すこと
［やり取り］話題及び内容

単元の目標と評価規準
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Ⅱ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

第3編 P.47 事例１

知
識

技
能

目的・場面・状況
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Ⅱ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

第3編 P.50～51 事例１ 1課の指導と評価の計画

評価の時期は「単元の終末」と「後日」

観点別の学習状況について評価する時期や場面を精選
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Ⅱ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

第3編 P.50～51 事例１ 1課の指導と評価の計画

評価の時期は「単元の終末」と「後日」

二つの評価時期で評価する場合の留意点
 特定の言語材料が使用されなかった場合

 目的・場面・状況の設定を工夫する。
 特定の言語材料が確実に使用されるような機
会を別途設定することも考えられる。

 生徒が特定の言語材料を使おうとしていたができ
なかった場合
 「思考・判断・表現」は「努力を要する」状況だ
が、「主体的に学習に取り組む態度」は「おお
むね満足できる」状況と評価することは有り得
る。
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Ⅱ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

第3編 P.50～51 事例１ 1課の指導と評価の計画

評価の時期は「単元の終末」と「後日」

二つの評価時期で評価する場合の留意点
 特定の言語材料が使用されなかった場合

 目的・場面・状況の設定を工夫する。
 特定の言語材料が確実に使用されるような機
会を別途設定することも考えられる。

 生徒が特定の言語材料を使おうとしていたができ
なかった場合
 「思考・判断・表現」は「努力を要する」状況だ
が、「主体的に学習に取り組む態度」は「おお
むね満足できる」状況と評価することは有り得
る。
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Ⅱ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

第3編 P.50～51 事例１ 1課の指導と評価の計画

評価の時期は「単元の終末」と「後日」

二つの評価時期で評価する場合の留意点
 特定の言語材料が使用されなかった場合

 目的・場面・状況の設定を工夫する。
 特定の言語材料が確実に使用されるような機
会を別途設定することも考えられる。

 生徒が特定の言語材料を使おうとしていたができ
なかった場合
 「思考・判断・表現」は「努力を要する」状況だ
が、「主体的に学習に取り組む態度」は「おお
むね満足できる」状況と評価することは有り得
る。



Ｐ．51～55

５ パフォーマンステストについて

６ 観点別学習状況の評価の進め方

７ 指導について
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Ⅱ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

第3編 P.51～５５ 事例１
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Ⅱ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

第3編 P.７１～７８ 事例４

特定の言語材料に焦点を当てた「知識・技能」の評価
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Ⅱ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

第3編 P.７１～７８ 事例４

特定の言語材料に焦点を当てた「知識・技能」の評価
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Ⅱ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」から

第3編 P.７１～７８ 事例４

特定の言語材料に焦点を当てた「知識・技能」の評価
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Ⅲ おわりに

中学校第三学年用学習教材の配布について
文部科学省初等中等教育局教育課程課通知（令和２年７月１６日付）


